
第８号様式（第 15 条関係） 

（第１面） 
 

事 業 計 画 書 

 

令和８年８月３１日   

 

三重県知事 あて 
 

事業計画者 

住所 三重県松阪市魚見町５８２番地３ 
氏名 株式会社機殿環境社 
   代表取締役 中川 浩伸 
電話番号 ０５９８−５９−１０２１ 

三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例第21条第１項の規定により、産業廃棄物の処

理施設の設置等について、次のとおり事業計画書を提出します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の目的 

２次破砕機を交換することで工場処理能力の向上を図

ります。現行と同様、受け入れた廃棄物は既設の破砕

機にて 1 次破砕し、磁力選別機にて金属等の有価物を

資源として回収し、新設の破砕機にて 2 次破砕を行い

ます。 

これらの処理を一連の工程で行うため、今回導入する

２次破砕機の処理能力を超えて破砕することはありま

せん。 

処理する品目については、紙くず、繊維くず、ゴムく

ずを加え、下記、産業廃棄物の処理施設において処理

する産業廃棄物の種類のとおりとします。 

また、工場敷地を松阪市魚見町１２８７番地１にも拡

張することで廃棄物の保管場所を変更します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の場所 三重県松阪市魚見町５８２番地３、５８３番地２ 

１２８７番地１ 

産業廃棄物の処理施設の種類 破砕施設 

産業廃棄物の処理施設において処理する

産業廃棄物の種類 

金属くず、廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を

除く）、木くず、紙くず、ガラスくず等（石綿含有産業

廃棄物を除く）、繊維くず、ゴムくず 

※上記品目は、水銀使用製品産業廃棄物を除く 

産業廃棄物の処理施設の処理能力 

１次破砕機（既設） 

廃プラスチック類  7.2t/日(8 時間) 

金属くず  7.2t/日(8 時間) 

ガラスくず等  7.2t/日(8 時間) 

木くず   7.2t/日(8 時間)  

ゴムくず  6.4t/日(8 時間) 

繊維くず  6.4t/日(8 時間) 

紙くず   6.4t/日(8 時間) 

 

 

 



２次破砕機（新設(交換）） 

廃プラスチック類  4.64t/日(8 時間) 

金属くず  6.56t/日(8 時間) 

ガラスくず等  5.84t/日(8 時間) 

木くず   4.88t/日(8 時間)  

ゴムくず  4.56t/日(8 時間) 

繊維くず  5.44t/日(8 時間) 

紙くず   4.80t/日(8 時間) 

産業廃棄物の処理施設の位置、構造等に関する計画 

 

産業廃棄物の処理施設の位置 松阪市魚見町 582 番地 3、583 番地 2 

産業廃棄物の処理施設の処理方式 
１次破砕：２軸スクリュー式破砕 

２次破砕：２軸破砕 

産業廃棄物の処理施設の構造及び 

設備 

鋼鉄製 

詳細は別紙参照 

処理に伴い生ずる排ガス及び排水の

量及び処理方法（排出の方法（排出口

の位置、排出先等を含む。）を含む。） 

別紙「生活環境影響調査結果書」のとおり 

設計計算上達成することができる 

排ガスの性状、放流水の水質その他

の生活環境への負荷に関する数値 

排ガスは発生しません。 

排水は発生しません。 

悪臭の発散並びに騒音及び振動の 
発生を防止するための措置 

全面コンクリート基礎、施設は建屋内に設置 

詳細は別紙「生活環境影響調査結果書」のとおり 

その他産業廃棄物の処理施設の構造

等に関する事項 

搬入された廃棄物は産業廃棄物処理前保管場所（松阪

市魚見町 1287-1）に保管し、処理時に保管容器（コン

テナ）にて４トントラックにて県道 706 号を経由し、

処理施設（松阪市魚見町 582-3）に運搬を行い破砕処

理を行います。 

処理後物は４トラック、軽トラック等の車両にて県道

706 号を経由し産業廃棄物処理後保管場所（松阪市魚

見町 1287-1）に運搬を行います。運搬の際には道路交

通法を遵守し安全な運搬を心がけます。 

別紙「処理の流れ」のとおり 

（規格Ａ４版） 

  



（第２面） 

 

産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画 

 

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環境の保全のた

め達成することとした数値 

別紙「産業廃棄物の維持管理に関する計画」のとおり 

排ガスの性状及び放流水の水質の 

測定頻度に関する事項 

排ガスは発生しません。 
排水は発生しません。 

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項 
別紙「産業廃棄物の維持管理に関する計画」のとおり 

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法 

 

説明会の開催

の周知方法 

予 定 日 時 
      令和８年９月１５日 

    ２０時００分 ～ ２１時００分 

予 定 場 所 及 び 

収 容 人 数 

魚見町公民館 

６０名 

周 知 の 方 法 自宅訪問による通知 

事業計画書を

公告及び縦覧

する方法 

公 告 の 方 法 
自社ホームページにて広告 

https://hatadono.co.jp 

公 告 予 定 日 令和８年８月３１日 

縦 覧 場 所 
①株式会社機殿環境社 事務所 

②機殿地区コミュニティーセンター 

縦覧開始予定 日       令和８年８月３１日 

縦 覧 時 間 
① ８時００分 ～ １７時００分 

② ８時３０分 ～ １７時００分 

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路 

搬入出の時間 8：00〜17：00 

トラックによる搬入出を行います。 

搬入経路については別紙「機殿環境社への搬入経路」を

参照 

産業廃棄物の処理施設を使用する日時 月〜土・祝日 8：00〜17：00 

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあってはそれらの手続の

状況 

産業廃棄物設置許可対象外施設です。 

 

令和 8 年 7 月 30 日 

三重県生活環境の保全に関する条例における、騒音又は

振動に係る指定施設の対象外であることを松阪市環境

課に確認済 

 

令和 8 年 7 月 30 日 

工場用途について都市計画法に適合であることを松阪

市建設部建築開発課に確認済 

事業計画者の 

連絡先 

担 当 部 署 株式会社機殿環境社 

Ｔ Ｅ Ｌ ０５９８−５９−１０２１ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５９８−５９−１０２１ 



 

（第３面） 

 

備考 

１ 各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙を添付してください。 

２ 次に掲げる書類及び図面を添付してください。 

(１) 産業廃棄物の処理施設及び事業の用に供する施設の配置図 

(２) 産業廃棄物の処理施設の構造及び処理能力（最終処分場にあっては、産業廃棄物の埋立処

分の用に供される場所の面積及び埋立容量）を明らかにする図面及び設計計算書 

(３） 最終処分場にあっては、周囲の地形、地質及び地下水の状況を明らかにする書類並びに

災害防止のための計画及び埋立処分の計画を記載した書類 

(４) 最終処分場以外の産業廃棄物の処理施設にあっては、処理工程図及び処理後の産業廃棄

物の処理方法を記載した書類 

(５) 事業計画地の付近の見取図 

(６) 排水の経路図 
(７) 事業計画地の登記事項証明書及び不動産登記法第 14 条第 1 項に規定する地図又は同条第

4 項に規定する図面の写し 

(８) 関係地域に該当する地域（産業廃棄物の処理に伴い生ずる排水（雨水及び従業員等の生活

排水を除く。）を放流する場合は、放流地点を含む。）を明らかにする図面 

(９) その他知事が必要と認める書類及び図面 

 

 

 

 

 

 



（生活環境影響調査結果書） 
⽣活環境項⽬ 

 
⽣活環境影響調査項⽬ 

施設排⽔の
排出 施設の稼働 施設からの

悪臭の漏洩 
廃棄物運搬
⾞輛の⾛⾏ 

⼤気質 

⼆酸化窒素（NO2）    ○ 
粉塵  ○   
浮 遊 粒 ⼦ 状 物 質
（SPM）    ○ 

騒⾳ 騒⾳レベル  ○  ○ 
振動 振動レベル  ○  ○ 

悪臭 特定悪臭物質濃度
⼜は臭気指数  ○ ○  

⽔質      
（大気質） 

・破砕機は屋内に設置し、屋内作業を⾏うことで粉塵発⽣を防⽌します。 
・粉塵の⾶散防⽌のため、適宜散⽔を⾏います。 
・破砕機はモーター式のため排ガスは発⽣しません。 
・搬⼊出の⾞両については 1 ⽇ 5 台程度であり、NO2、SPM による環境への影響は⼩さいと 
 考えられます。 
 
（騒音） 

・騒⾳については、別紙「騒⾳について」のとおり、敷地境界地点での騒⾳レベルは環境基 
 準（60dB）を下回っております。 
・搬⼊出の⾞両については積替保管施設を含め、1 ⽇ 5 台程度であり、騒⾳による⽣活環境 
 への影響は⼩さいものと考えられます。 
 
（振動） 

・騒⾳については、別紙「振動について」のとおり、敷地境界地点での振動レベルは環境基 
 準（65dB）を下回っております。 
・搬⼊出の⾞両については積替保管施設を含め、1 ⽇ 5 台程度であり、振動による⽣活環境 
 への影響は⼩さいものと考えられます。 
 
（悪臭） 

・混合廃棄物、紙くず、⽊くず、繊維くずの保管については濡れないよう防⽔シート等で覆
うため、悪臭は発⽣しません。 
 
（水質） 

・破砕に伴う排⽔は発⽣しないことから、⾬⽔以外の排⽔はありません。 
	  



（産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画） 

作業⽅法 5 名での作業を⾏いますが、今後、搬⼊量が増加する場合は増員
を予定しています。 
作業時間は 8：00〜17：00 です。 

廃棄物の確認 受⼊時に産業廃棄物管理票（マニフェスト）との整合性を確認し
ます。 

⾶散・流出・腐敗・悪臭
の防⽌ 

破砕処理中に破砕機上部より散⽔を⾏うことで⾶散・流出を防
⽌します。⽇常的に清掃を⾏い、清潔を保持します。 

⽕災発⽣防⽌ 場内の⽕気の使⽤を禁⽌します。 
また、ヤードには散⽔栓を、屋内には消⽕器を設置します。 

衛⽣害⾍等の発⽣防⽌ 発⽣が予測される場合、適宜薬剤の散布を⾏います。 
騒⾳・振動の防⽌ 騒⾳、振動の増加を防⽌するために定期的に機器の点検、メンテ

ナンスを⾏います。 
定期点検 
機能検査 

作業員による⽇常点検に加え、機器メーカーによる機能検査を
実施します。 

点検、検査の記録及び
保存 

点検等の記録に関しては、記録票による⽇常点検を実施し、電⼦
媒体で 5年間保管します。 

 



第８号様式（第 15 条関係） 

（第１面） 
 

事 業 計 画 書 

 

令和８年８月３１日   

 

三重県知事 あて 
 

事業計画者 

住所 三重県松阪市魚見町５８２番地３ 
氏名 株式会社機殿環境社 
   代表取締役 中川 浩伸 
電話番号 ０５９８−５９−１０２１ 

三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例第21条第１項の規定により、産業廃棄物の処

理施設の設置等について、次のとおり事業計画書を提出します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の目的 

２次破砕機を交換することで工場処理能力の向上を図

ります。現行と同様、受け入れた廃棄物は既設の破砕

機にて 1 次破砕し、磁力選別機にて金属等の有価物を

資源として回収し、新設の破砕機にて 2 次破砕を行い

ます。 

これらの処理を一連の工程で行うため、今回導入する

２次破砕機の処理能力を超えて破砕することはありま

せん。 

処理する品目については、紙くず、繊維くず、ゴムく

ずを加え、下記、産業廃棄物の処理施設において処理

する産業廃棄物の種類のとおりとします。 

また、工場敷地を松阪市魚見町１２８７番地１にも拡

張することで廃棄物の保管場所を変更します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の場所 三重県松阪市魚見町５８２番地３、５８３番地２ 

１２８７番地１ 

産業廃棄物の処理施設の種類 破砕施設 

産業廃棄物の処理施設において処理する

産業廃棄物の種類 

金属くず、廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を

除く）、木くず、紙くず、ガラスくず等（石綿含有産業

廃棄物を除く）、繊維くず、ゴムくず 

※上記品目は、水銀使用製品産業廃棄物を除く 

産業廃棄物の処理施設の処理能力 

１次破砕機（既設） 

廃プラスチック類  7.2t/日(8 時間) 

金属くず  7.2t/日(8 時間) 

ガラスくず等  7.2t/日(8 時間) 

木くず   7.2t/日(8 時間)  

ゴムくず  6.4t/日(8 時間) 

繊維くず  6.4t/日(8 時間) 

紙くず   6.4t/日(8 時間) 

 

 

 



２次破砕機（新設(交換）） 

廃プラスチック類  4.64t/日(8 時間) 

金属くず  6.56t/日(8 時間) 

ガラスくず等  5.84t/日(8 時間) 

木くず   4.88t/日(8 時間)  

ゴムくず  4.56t/日(8 時間) 

繊維くず  5.44t/日(8 時間) 

紙くず   4.80t/日(8 時間) 

産業廃棄物の処理施設の位置、構造等に関する計画 

 

産業廃棄物の処理施設の位置 松阪市魚見町 582 番地 3、583 番地 2 

産業廃棄物の処理施設の処理方式 
１次破砕：２軸スクリュー式破砕 

２次破砕：２軸破砕 

産業廃棄物の処理施設の構造及び 

設備 

鋼鉄製 

詳細は別紙参照 

処理に伴い生ずる排ガス及び排水の

量及び処理方法（排出の方法（排出口

の位置、排出先等を含む。）を含む。） 

別紙「生活環境影響調査結果書」のとおり 

設計計算上達成することができる 

排ガスの性状、放流水の水質その他

の生活環境への負荷に関する数値 

排ガスは発生しません。 

排水は発生しません。 

悪臭の発散並びに騒音及び振動の 
発生を防止するための措置 

全面コンクリート基礎、施設は建屋内に設置 

詳細は別紙「生活環境影響調査結果書」のとおり 

その他産業廃棄物の処理施設の構造

等に関する事項 

搬入された廃棄物は産業廃棄物処理前保管場所（松阪

市魚見町 1287-1）に保管し、処理時に保管容器（コン

テナ）にて４トントラックにて県道 706 号を経由し、

処理施設（松阪市魚見町 582-3）に運搬を行い破砕処

理を行います。 

処理後物は４トラック、軽トラック等の車両にて県道

706 号を経由し産業廃棄物処理後保管場所（松阪市魚

見町 1287-1）に運搬を行います。運搬の際には道路交

通法を遵守し安全な運搬を心がけます。 

別紙「処理の流れ」のとおり 

（規格Ａ４版） 

  



（第２面） 

 

産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画 

 

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環境の保全のた

め達成することとした数値 

別紙「産業廃棄物の維持管理に関する計画」のとおり 

排ガスの性状及び放流水の水質の 

測定頻度に関する事項 

排ガスは発生しません。 
排水は発生しません。 

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項 
別紙「産業廃棄物の維持管理に関する計画」のとおり 

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法 

 

説明会の開催

の周知方法 

予 定 日 時 
      令和８年９月１５日 

    １９時００分 ～ ２１時００分 

予 定 場 所 及 び 

収 容 人 数 

魚見町公民館 

６０名 

周 知 の 方 法 自宅訪問による通知 

事業計画書を

公告及び縦覧

する方法 

公 告 の 方 法 
自社ホームページにて広告 

https://hatadono.co.jp 

公 告 予 定 日 令和８年８月３１日 

縦 覧 場 所 
①株式会社機殿環境社 事務所 

②機殿地区コミュニティーセンター 

縦覧開始予定 日       令和８年８月３１日 

縦 覧 時 間 
① ８時００分 ～ １７時００分 

② ８時３０分 ～ １７時００分 

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路 

搬入出の時間 8：00〜17：00 

トラックによる搬入出を行います。 

搬入経路については別紙「機殿環境社への搬入経路」を

参照 

産業廃棄物の処理施設を使用する日時 月〜土・祝日 8：00〜17：00 

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあってはそれらの手続の

状況 

産業廃棄物設置許可対象外施設です。 

 

令和 8 年 7 月 30 日 

三重県生活環境の保全に関する条例における、騒音又は

振動に係る指定施設の対象外であることを松阪市環境

課に確認済 

 

令和 8 年 7 月 30 日 

工場用途について都市計画法に適合であることを松阪

市建設部建築開発課に確認済 

事業計画者の 

連絡先 

担 当 部 署 株式会社機殿環境社 

Ｔ Ｅ Ｌ ０５９８−５９−１０２１ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５９８−５９−１０２１ 



 

（第３面） 

 

備考 

１ 各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙を添付してください。 

２ 次に掲げる書類及び図面を添付してください。 

(１) 産業廃棄物の処理施設及び事業の用に供する施設の配置図 

(２) 産業廃棄物の処理施設の構造及び処理能力（最終処分場にあっては、産業廃棄物の埋立処

分の用に供される場所の面積及び埋立容量）を明らかにする図面及び設計計算書 

(３） 最終処分場にあっては、周囲の地形、地質及び地下水の状況を明らかにする書類並びに

災害防止のための計画及び埋立処分の計画を記載した書類 

(４) 最終処分場以外の産業廃棄物の処理施設にあっては、処理工程図及び処理後の産業廃棄

物の処理方法を記載した書類 

(５) 事業計画地の付近の見取図 

(６) 排水の経路図 
(７) 事業計画地の登記事項証明書及び不動産登記法第 14 条第 1 項に規定する地図又は同条第

4 項に規定する図面の写し 

(８) 関係地域に該当する地域（産業廃棄物の処理に伴い生ずる排水（雨水及び従業員等の生活

排水を除く。）を放流する場合は、放流地点を含む。）を明らかにする図面 

(９) その他知事が必要と認める書類及び図面 
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設 計 条 件

１． 機器名称 ： 2軸スクリュー式破砕機

２． 型　　　　 式 ： SSC-2-50180-60

３． 処　 理　 物 ： （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

４． 機 器 仕 様

１） ｽｸﾘｭｰ羽根径 ： Ｄ ＝ m

２） ｽｸﾘｭｰ軸径 ： ｄ ＝ m

３） 羽根ピッチ ： Ｐ ＝ m

４） ｽｸﾘｭｰ本数 ： Ｓ ＝ 本

５） 回転数 ： Ｒ ＝ ｒｐｍ

６） 破砕係数 ： Ｋ1 ＝ 廃プラスチック

Ｋ2 ＝ 木くず

Ｋ3 ＝ 紙くず

Ｋ4 ＝ 繊維くず

Ｋ5 ＝ ゴムくず

Ｋ6 ＝ 金属くず

Ｋ7 ＝ ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず

※破砕係数の設定は、別紙を参照のこと。

0.0648

0.0149

0.0078

0.0087

ガラス・コンクリートくず
及び陶磁器くず

嵩比重γ7＝ 1.00 ｔ/ｍ
３

0.0159

0.0260

0.36

ゴムくず 嵩比重γ5＝ 0.52 ｔ/ｍ
３

金属くず 嵩比重γ6＝ 1.13 ｔ/ｍ
３

紙くず 嵩比重γ3＝ 0.30 ｔ/ｍ
３

繊維くず 嵩比重γ4＝ 0.12 ｔ/ｍ
３

ｔ/ｍ
３

0.5

0.2674

0.35廃プラスチック 嵩比重γ1＝
木くず 嵩比重γ2＝ 0.55 ｔ/ｍ

３

破破砕砕機機能能力力計計算算書書

2023年4月17日

株式会社　御池鐵工所

17

0.0251

2

一次破砕機



５． 能 力 計 算

Ｑ＝ （Ｄ
２
－ｄ

２
）×π／４×Ｐ×Ｒ×Ｓ×Ｋ×γ×６０

廃プラスチック

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 0.35 × 60

≒

木くず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 0.55 × 60

≒

紙くず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 0.30 × 60

≒

繊維くず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 0.12 × 60

≒

ゴムくず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 0.52 × 60

≒

金属くず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 1.13 × 60

≒

ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず

Ｑ1＝ （ 0.5 2 － 0.2674 2 ） × / 4 × 0.36 × 17 × 2 × × 1.00 × 60

≒

3.14 0.0087

0.9 ｔ/ｈ

0.8 ｔ/ｈ

3.14 0.0078

0.9 ｔ/ｈ

3.14 0.0648

0.8 ｔ/ｈ

3.14 0.0149

0.9 ｔ/ｈ

3.14 0.0260

0.8 ｔ/ｈ

3.14 0.0159

0.9 ｔ/ｈ

3.14 0.0251



・破砕係数の算出

能力計算式 Ｑ＝ （Ｄ
２
－ｄ

２
）×π／４×Ｐ×Ｒ×Ｓ×Ｋ×γ×６０ より

（ 0.5
2
- 0.2674

2
） × 3.14 / 4 × 0.36 × 17 × 2 × γ × 60

× γ

よって、実際の能力Ｑが分かれば破砕係数Ｋを導き出せる。
同一条件での標準機のテストデータを元に破砕係数Ｋを算出し、平均値を出して採用する。

条件：型式SSC-2-50180-60　45ｋW

嵩比重

嵩比重

嵩比重

嵩比重

嵩比重

嵩比重

嵩比重 1.00 ｔ/m
3 平均 0.0087

2008年4月 弊社工場 0.93 0.00904
2009年9月 弊社工場 0.89 0.00865

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

ガラス・コンクリートく
ず及び陶磁器くず

2007年9月 弊社工場 0.86 0.00836

弊社工場 0.85 0.00731
1.13 ｔ/m

3 平均 0.0078

金属くず
2007年9月 弊社工場 0.95 0.00817
2008年4月 弊社工場 0.91 0.00783
2009年9月

0.52 ｔ/m
3 平均 0.0149

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

2008年4月 弊社工場 0.85 0.01588
2009年9月 弊社工場 0.79 0.01476

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

ゴムくず
2007年9月 弊社工場 0.75 0.01402

弊社工場 0.81 0.06559
0.12 ｔ/m

3 平均 0.0648

繊維くず
2007年9月 弊社工場 0.84 0.06802
2008年4月 弊社工場 0.75 0.06074
2009年9月

0.30 ｔ/m
3 平均 0.0260

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

2008年4月 弊社工場 0.79 0.02559
2009年9月 弊社工場 0.77 0.02494

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

紙くず
2007年9月 弊社工場 0.85 0.02753

弊社工場 0.96 0.01696
0.55 ｔ/m

3 平均 0.0159

木くず
2007年9月 弊社工場 0.88 0.01555
2008年4月 弊社工場 0.86 0.01520
2009年9月

0.35 ｔ/m
3 平均 0.0251

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

2008年4月 弊社工場 0.91 0.02527
2009年9月 弊社工場 0.86 0.02388

品目 実施年月 測定場所 実能力　t/h 破砕係数

廃プラスチック
2007年9月 弊社工場 0.94 0.02610

破砕係数Ｋ＝
Ｑ

（Ｄ
２
－ｄ

２
）×π／４×Ｐ×Ｒ×Ｓ×γ×６０

Ｋ＝
Ｑ

＝
Ｑ

となる
102.904373
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廃棄物の保管計画（保管⽅法：容器）

区分 廃棄物 保管⽅法 最⼤保管容量 ⽐重

最⼤重量
①

処理能⼒

②（１⽇）

必要処理
⽇数（①/②)

処理前 混合廃棄物 アームロールコンテナ１２m３ 最⼤５基 60㎥ 1.00 60.0t 4.56t 13.16⽇

廃プラスチック類

１m３プラコンテナ４段（１６個）

１．５m３バッカン４段（８個）

28㎥ 13.16⽇

⾦属くず １m３パレティーナ４段（４個） 4㎥

ガラスくず等 １m３バッカン４段（８個） 8㎥

ゴムくず １m３バッカン４段（４個） 4㎥

⽊くず・繊維くず・紙くず・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの混合物 １．５m３バッカン４段（１２個） 18㎥

処理後

必要処理⽇数合計

・⽐重は廃電気機械器具の⽐重１を使⽤

・処理能⼒は⼆次破砕機の⼀番低い品⽬（ゴムくず）

にて計算。

・廃棄物については後⼊れ先出しとならないよう管理

します。



計画保管容器⼀覧 
 
・処理前保管 
 コンテナ（１２m３） 

  
 
・処理後保管 
① 1m3 パレティーナ（鉄かご） 

 



② 1m3 バッカン 

 

③ 1m3 プラコンテナ 

 

  



 
④ 1.5m3 バッカン 
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騒音について 
１．環境基準 
　　６０dB以下 
　　・市街化調整地域　→   その他地域 
　　・５０ｍ以内に学校等の施設なし 
　　・業務時間８時～１７時 

２．騒音（発生元） 

　※１，２　破砕機メーカー資料より 
　※３　　　騒音レベル差が10のため、表１のとおり補正値は０となります。 
　※４　　　１次破砕機と２次破砕機との距離が4mあるため、２次破砕機地点では１次破砕機の　　　　 
　　　　　　騒音は距離減衰により81.0dbとなり、騒音レベル差が83db－81db＝2のため、 
　　　　　　補正値は２となります。　　 

　　表-1　デシベル(dB)の和　補正値表 

３．騒音計算結果 
＜1次破砕機からの騒音＞　　 
　地点Ａ：敷地境界までの距離＞7m 
　　　　　（1次破砕機から工場壁面までの距離＞4.7m、工場壁面から敷地境界まで＞3.3m） 
　　ア．距離減衰 
　　　　76.1dB（7m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　17dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P11 普及型アルミサッシA） 
　　　　22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　アルミサッシ透過音　59.1dB（76.1dB ‒ 17dB）　<　60dB（環境基準値） 
　　　　工場壁面透過音　　　54.1dB（76.1dB ‒ 22dB）　＜　60dB（環境基準値） 

1次破砕機（SSC）※１ 93dB

2次破砕機（NS）※２ 83dB

１次破砕機側合成騒音※３ 93dB

２次破砕機側合成騒音※４ 85dB

レベル差（dB） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
補正値(dB) 3 2 1 0



　地点B：敷地境界までの距離＞10m 
　　ア．距離減衰 
　　　　73.0dB（10m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　17dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P11 鋼製標準シャッター） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　56dB（73.0dB　－　17dB）　＜　60dB（環境基準値） 

　　　 
　地点C：敷地境界までの距離＞3.5m 
　　ア．距離減衰 
　　　　82.1dB（3.5m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　内壁22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　　　外壁22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　38.1dB（82.1dB　－　22dB　－　22dB）　＜　60dB（環境基準値） 

　地点D：敷地境界までの距離＞11m 
　　ア．距離減衰 
　　　　72.2dB（11m） 
　　イ．騒音対策による減衰 
　　　　14dB （別紙「１次破砕機の騒音対策」参照） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　58.2dB（72.2dB　－　14dB）　＜　60dB（環境基準値） 

　地点E：敷地境界までの距離＞29m 
　　ア．距離減衰 
　　　　63.8dB（29m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　17dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P11 普及型アルミサッシA） 
　　　　22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　アルミサッシ透過音　46.8dB（63.8dB ‒ 17dB）　<　60dB（環境基準値） 
　　　　工場壁面透過音　　　41.8dB（63.8dB ‒ 22dB）　＜　60dB（環境基準値） 



　地点Ｆ、Gの評価については、補正後の騒音にて評価を行います。 

　地点F：敷地境界までの距離＞3m 
　　　　　（2次破砕機から工場壁面までの距離＞1m、工場壁面から敷地境界まで＞3m） 
　　ア．距離減衰 
　　　　75.5dB（3m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　17dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P11鋼製シャッター） 
　　　　22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　シャッター透過音　　58.5dB（75.5dB ‒ 17dB）　＜　60dB（環境基準値） 
　　　　工場壁面透過音　　　53.5dB（75.5dB ‒ 22dB）　＜　60dB（環境基準値） 

　地点G：敷地境界までの距離＞7m 
　　ア．距離減衰 
　　　　68.1dB（7m） 
　　イ．建物構造による減衰 
　　　　17dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P11鋼製シャッター） 
　　　　22dB （参考：騒音防止の手引き（横浜市環境創造局）P10 スレート小波板） 
　　ウ．距離および建物構造による減衰結果 
　　　　シャッター透過音　　51.1dB（68.1dB ‒ 17dB）　＜　60dB（環境基準値） 
　　　　工場壁面透過音　　　46.1dB（68.1dB ‒ 22dB）　＜　60dB（環境基準値） 
　 
　 

以上



 
 
 

2023 年 4 月 5 日 
株式会社 御池鐵工所 

 
 
 
 

機機器器騒騒音音・・振振動動予予想想値値 
 
 

 

機 器 名 
騒音予想値 

dB(A) 
振動予想値 

dB 
無負荷 負 荷 無負荷 負 荷 

破砕機 
SSC-2-50180-60 ８５ ９３ ４５ ５０ 

 
 

※ 上記は機側 1.0ｍ地点での最大予想値です。実際の値は諸条件により変動します。 
※ 振動は基礎構造により変動します。 

 

一次破砕機



N㻿-222㼀G型破砕機の　騒音・振動　レベルの予測値 

2026年4月22日

株式会社 新居浜鐵工所

１．騒音

　1）下記のデータは、比較的に環境条件が良い場合です

　　（狭い室内，側近に壁がある場合は3～8dB(A)位、値が大きくなる場合があります）

　２）暗騒音は50～60ｄＢ（Ａ）とします

　３）距離は機側１ｍでコンクリート床上面での計測です
単位：ｄＢ（Ａ）

側桁の側 ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ側 モーター側

Ａ，Ｂ Ｃ Ｄ

無負荷時

廃プラ破砕時

木くず破砕時

注）（　）カッコ内は負荷時の騒音レベル（参考値）を示す。

Ａ

（側桁の側）

Ｃ Ｍotor Ｄ

（バックプレート側） ☆ （モーター側）

Ｍotor

Ｂ

（側桁の側） ☆振動計測点

２．振動

　１）破砕機Ｍ側架台脚部の床コンクリート上で、測定するものとします。

　２）Ｘ，Ｙ方向については，常にＺ方向より小さく測定が不可能です。

Ｚ 方 向 振 動 レ ベ ル 　ｄＢ

機 種 電動機容量 　無負荷時 　負荷時（廃プラ破砕）

NＳ-
222㼀G 22ｋＷ×2 41-44 48-57

(75-78) (80-81)

(77-81) (77-80) (80-83)

破　砕　室

機 種
電動機
容量

 

備　　　　考

NＳ-
222㼀G

22ｋＷ×2

73-77 69-73 75-81

(76-80)



■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 7.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 76.1

⾳圧レベルの
減衰量(db) 16.9

移動距離(m) 6.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）

騒⾳計算結果（1次破砕機）　地点Ａ
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 10.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 73.0

⾳圧レベルの
減衰量(db) 20.0

移動距離(m) 9.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（1次破砕機）　地点B

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

減
衰
量
(d
b)

移動距離(m)

移動距離と⾳圧レベルの減衰量の関係

黄色いセルに

計算条件を

入力してください。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

P2
で
の
音
圧
レ
ベ
ル
N
2(
db
)

移動距離(m)

移動距離とP2での⾳圧レベルN2の関係

P1 P2

移動距離(m)

騒⾳発⽣源

D1(m)

D2(m)

⾳圧レベル
N1(db)

⾳圧レベル
N2(db)

計算結果



■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 3.5

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 82.1

⾳圧レベルの
減衰量(db) 10.9

移動距離(m) 2.5

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（1次破砕機）　地点C

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 11.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 72.2

⾳圧レベルの
減衰量(db) 20.8

移動距離(m) 10.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（1次破砕機）　地点D

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 29.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 63.8

⾳圧レベルの
減衰量(db) 29.2

移動距離(m) 28.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（1次破砕機）　地点E

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 3.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 85.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 75.5

⾳圧レベルの
減衰量(db) 9.5

移動距離(m) 2.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（補正騒⾳）　地点F

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 7.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 85.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 68.1

⾳圧レベルの
減衰量(db) 16.9

移動距離(m) 6.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（補正騒⾳）　地点G

P2での⾳圧レベルN2（ｄb）
＝N1－２０×ｌｏｇ10（D２／D１）
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■モデル ■条件と計算結果
P1の⾳源までの
距離 D1　(m) 1.0
P2の⾳源までの
距離 D2 (m) 4.0

P1での
⾳圧レベルN1(db) 93.0

P2での
⾳圧レベルN2(db) 81.0

⾳圧レベルの
減衰量(db) 12.0

移動距離(m) 3.0

■計算結果（グラフ）

■計算式

騒⾳計算結果（1次破砕機）　２次破砕機時点
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騒 音 防 止 の 手 引 き
工 場 騒 音 対 策

横 浜 製 作 所

横 浜 市 環 境 創 造 局







１次破砕機の騒⾳対策について 
 
・地点 D における騒⾳を軽減するため以下の対策を講じる 
 
 騒⾳発⽣源は破砕室およびモーター部より発せられるため、破砕室前およびモーター前
に防⾳シート（遮⾳効果１４db）を設置することで騒⾳を軽減する。 
 

 

防⾳シート 

防⾳シート 
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　防音シートは、芯材に高強力のユニチカエステルを使用。表面には特殊防炎加
工を施し、高い遮音効果を計ると共に、耐久性・安全性もバツグンの防音シート
です。
遮音効果が優れている
残響室法で測定した結果は 500～1000 ヘルツの周波数帯域で約23 ホンの効

果があります。これは理想的な場合ですが、普通ビル解体現場に使用する場合、
音の回折等が入って来ますが、平均14 ホン程度の遮音性が得られています。
共鳴が起こりにくい
この材料の持つ粘弾性が防振効果を高め、共鳴を防ぎます。

取付け・取り外しが簡単です
従来使用されている工事現場のビテイ枠にも簡単に取付けが可能です。

隙間のない構造になっています
防音の決め手は隙間を如何に防ぐかにかかっています。この防音シートは特

殊オーバーラップ用防気布を使用しており、パイプ・足場等の継ぎ目は、この
防気布でワンタッチでふさげます。
耐久性が抜群です
芯材に高強力基布を使用しており、材料も対光候性の優れたものを選んでお

ります。従って高所でも充分風圧に耐え、破れにくく、反復使用が可能です。
燃焼の危険性がない
特殊防炎加工を施してあり、自己消化性があります。

遮音効果
周波数125～4,000Hz で 15～33dB の透過損失。軽量

ながら大きな遮音効果は、繰り返し使っても低下する
ことはありません。
●ビル解体工事に於ける実際使用例

音響透過損失

共鳴を押さえる原反構造
防音シートは、振動が
起こりにくく、共鳴を防
ぎます。

防音設計の方法
現場の防音対策は間違っていませんか。防音シート
の減音効果は 14dB。次の例を参考にもう一度ご検討
ください。

    

　《計算法》
　・距離減衰効果 0.7dB/m× 20 ｍ＝ 14dB
　・防音シートの減音効果 14dB
　　　　小　　計 28dB
　　　95dB-28dB=67dB ＜ 70dB（目標値）
　すなわち目標を達成出来る。
　※距離減衰効果は 0.7dB/m（経験値）

防音シートの減音効果はmdBとして計算してくださ
い。但し、樹木等の遮蔽物がある場合には、防音効果は
高くなります。目標値に達しない場合は防音シートの二
重使用、防音壁の高さを増すこと、音源上部の遮蔽をご
検討下さい。尚、防音シートは音源近くに設置するほど
効果的です。

[２・10・２]　防音シート ※再リース品



振動について 

１．環境基準 
　　６５dB以下 
　　・市街化調整地域　→   その他地域 
　　・５０ｍ以内に学校等の施設なし 
　　・業務時間８時～１７時 

２．振動（発生元） 

　※１，２　破砕機メーカー資料より 
　※３　　　使用計算式：L=10log(10L1/10+10L2/10)。 

３．振動計算結果 
　　合成振動（57.79dB）＜　環境基準（65dB）　 
　　 

以上 

１次破砕機（SSC)最大振動※１ ５０．０dB

2次破砕機（NF)最大振動※２ ５７．０dB

合成振動※３ ５７．７９dB



騒⾳評価地点 
 
 

 

4m 

C：38dB D：56dB 

G：48.9dB 

F：58.5dB 

B：56dB 

A：59.1dB 

E：46.8dB 

7m 

3.5m 

10m 

11m 

29m 

3m 7m 



2026/07/27 19:36騒音・振動の計算

1 / 1ページhttps://miyazaki-kankyo.or.jp/kakeibo/sv1.htm

騒音又は振動レベルの和

※半角数字で入力してください

レベルＬ1： 50 　ｄB　
レベルL2： 57 　ｄB　　 計算 リセット　ボタン

レベルの和L： 57.79 　ｄB

【備考】使用計算式：L=10log(10L1/10+10L2/10)。
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処理前保管場所へ

手選別

焼却処分
委託

埋立処分
委託



異常事態発生時の措置、連絡先 

 

作業員 

 

 

責任者 中川 浩伸 

 

 

 
負傷者発生時 重症：救急１１９番 

軽症：松阪中央総合病院 0598-21-5252 
火災発生時 消防１１９番 

 
有害物質の漏洩時 消防１１９番 

松阪市水源管理課 0598-28-2549 
総合連絡 松阪警察署 0598-53-0110 

松阪地域防災総合事務所環境室 0598-50-0530 
松阪市環境課 0598-53-4425 

 

 








